
緊急オンライン企画「能登半島地震から考える原発と避難」

第２回 能登半島地震で問われたことは？

志賀原発を廃炉に！訴訟 原告団

北 野 進

２０２４．１．３０



１ 奥能登群発地震から能登半島地震へ

２ 珠洲原発計画と地震問題

３ 能登半島地震から見る志賀原発のリスク
・周囲には大断層
・避難計画は破綻した
・北陸電力に原発運転の資格なし

今日お話ししたいこと



3年前から続く群発地震

23.6.9 地震調査研究推進本部「R６年能登半島地震の評価」より



珠洲原発予定地高屋・寺家は群発地震の巣の中

震央分布図

2020 年 12 月１日～2023 年５月 31 日

深さ０～25km、M≧1.0

高屋

寺家

地下の流体が群発地震を引き起こす



能登半島北部沿岸域断層帯
長さ ９６ｋｍ 推定Ｍ８.１
（2023.5.12規制委へ提出した北陸電力資料より）

さらに強い揺れに警戒を！

北陸電力の規制委提出資料より

志賀原発

高屋

寺家

珠洲原発の計画が
あった当時は活断層
の存在すら認めず



2024.1.1 R6能登半島地震発生



群発地震が引き金となった
能登半島地震

震央はほぼ「高屋」

高屋
寺家

志賀原発

「R６年能登半島地震の評価」より



高屋（関西電力の予定地）

寺家（中部電力の予定地）

集落７０戸（当時）全戸移転

塩津上野地区４２戸（当時）全戸移転

高屋、寺家はこんなところ



珠洲原発計画

関西電力、中部電力、北陸電力の３電力共同開発
当面100万kw級2基建設 将来的には1000万kw構想も
関電は高屋、中電は寺家、北電は地元の調整役を担う

１９７５年 市議会全員協議会が国、県に適地可否調査を要望する
地元誘致型で「珠洲方式」と呼ばれる

１９８９年 市長選と、その後の関電の高屋での立地可能性調査に
対する阻止行動から反対運動が一気に拡大

以後、市長選や県議選、市議選等で原発の賛否を巡る激戦が繰り広
げられる。一方、共有地運動の展開で立地は年々困難になっていく。

２００３年 関電、中電、北電の３電力社長が石川県庁と珠洲市役
所を訪れ「計画の凍結＝事実上の撤退」を表明



高屋での立地可能性調査

ボーリングや弾性波探査等を
行い「強固な岩盤」であるこ
とを確認するための調査



立地可能性調査と阻止行動

高屋現地で
３０日間の
阻止行動

市役所会議室
で４０日間の
座り込み



「地震と原発」も大きな争点

1993年2月7日

高屋での立地可能性調査再開か

珠洲原発の白紙撤回か

珠洲原発の行方を左右する市長選前に

能登半島沖地震発生



能登半島沖地震(1993年2月7日 Ｍ6.6)

震度 都道府県 観測所

5 石川県 輪島

4

石川県 金沢

富山県 富山・高岡

新潟県 高田

3

新潟県 新潟・相川

福井県 福井・敦賀

長野県 長野・諏訪

岐阜県 高山

愛知県 名古屋

滋賀県 彦根

•負傷者 : 29名
•住宅全壊 : 1棟
•住宅半壊 : 20棟
•一部破損 : 1棟
•道路被害 : 142箇所
•水道断水 : 2355箇所 など

被害は珠洲市
に集中

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BC%AA%E5%B3%B6%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E6%B2%A2%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%B2%A1%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E8%B6%8A%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B8%E5%B7%9D%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E4%BA%95%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E4%BA%95%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%A6%E8%B3%80%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E9%87%8E%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%90%E9%98%9C%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%B1%B1%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BD%A6%E6%A0%B9%E5%9C%B0%E6%96%B9%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%8F%B0




1993年 志賀原発１号機営業運転開始

設置許可申請書 添付資料より
（１９８７年１月提出）

短い
少ない
・特に志賀原発周辺
・特に海域

能登半島北部沿岸域には
活断層なし



「無念の敗戦」から一転「不正選挙糾明」のたたかいへ

投票者数 17,501票

林幹人 9,199票
樫田凖一郎 8,241票
無効票 88票

計 17,517票

投票総数が
16票多い！



「不正選挙」で原発推進の現職当選するも・・・

1996年５月
最高裁で選挙無効確定

原発立地をかけた選挙では、民主主義の
根幹である選挙がここまで歪められる！



2003年12月5日３電力が撤退表明

地元事情
厳しくて・・・

電力市場の
自由化が
進みますので・・・

電力需要が低迷して
おりまして・・・



反対派の勝因

原発推進の「住民合意」を阻止
１９９４年、谷本知事誕生
公約は「珠洲原発は現状では困難」「今後は住民合意を最大限尊重」

１．関係漁協の同意
２．用地買収の状況
３．関係団体の動向
４．反対運動の状況
５．選挙の結果 等を総合的に判断する

市長選、市議選、県議選、知事選、国政選挙で
原発反対の民意を示し続ける

共有地運動を展開。高屋、寺家の予定地やその周辺で
数十か所で共有地登記を行い、用地買収を阻止

住民合意の
判断基準



計画白紙撤回へ攻めの選挙 立地阻止の要「共有地」

市長選挙
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寺家に原発がなくてよかった

陸化がはっきりと 地盤の隆起は約１m
2024.1.20撮影



高屋に原発がなくてよかった

陸域が大きく広がる
隆起は約２m

2024.1.29撮影



笹波沖断層帯(東部)? 能登半島北部沿岸域断層帯 「NT2・NT3」？

北陸電力の評価を大きく上回る
１５０ｋｍの断層が動いた！

西側：北電は笹波沖断層帯との
連動を否定してきた

東側：規制委はNT2-NT３との
連動の検討指示すらせず



志賀原発に次の大地震は来ないのか？！

志賀原発

邑知潟南縁断層帯 M7.6

眉上山第二断層 M7.1

富来川南岸断層 M6.4

酒見断層 M6.6

牛首断層 M8.0

笹波沖断層帯 M7.6

羽咋沖東撓曲 M6.6
富山湾西岸域断層 M8.0

海士岬沖断層帯 M6.6

碁盤島沖断層 M6.0

兜岩沖断層 M5.8
福浦断層 M5.7

数字は北陸電力の規制委提出資料より

周辺断層との連動あれば、
さらに巨大な地震に！

魚津沖断層帯と能登
半島東方沖の断層
M8.3



地震リスク高まる

朝日新聞
24.1.10



こんなリスクも ―近傍の活断層―

北陸電力の規制委提出資料より



津波、海岸隆起で海路の避難できず

孤立集落住民はヘリでも救出できず

大規模・多数の道路損壊で避難できず

モニタリングポスト１８か所欠測
可搬型MPもすぐに設置できず
避難判断に影響

倒壊住宅多数で屋内退避できず

避難計画は破綻

奥能登の避難先は受け入れできず

前提がすべて崩壊



避難可能な道路とは －震災4日目の道路から－

段差があってはのぼれない

車幅がなければ通れない

障害物があっては走れない

亀裂は飛び越えられない

路肩にはパンク車が何台も



海路の避難も破綻

外浦側
隆起で港は使えず
（輪島市深見漁港）

富山湾側
地震・津波被害で
港は使えず
（飯田港） ホバークラフト揚陸艇

重機や物資を搬入

https://www.tokyo-np.co.jp/article_photo/list?article_id=300858&pid=1286569


空路も期待できず

2023年石川県原子力防災訓練

ヘリによる
孤立住民避難訓練



初の警戒事態 自治体は複合災害に対応できず

１月１日 志賀町で震度７、大津波警報
１月６日 志賀町で震度６弱

・原子力規制庁・内閣府合同警戒本部
・事故現地警戒本部

警戒事態発生時の通報連絡体制
(1) 発電所の通報連絡
(2) 国の通報連絡
(3) 県の通報連絡

職員動員体制
危機管理監室、医療対策課、原子力安
全対策室、保健環境センターなどの職
員の参集

県緊急時モニタリング計画
(1) 石川県にモニタング本部設置
(2) 平常時モニタリングの強化
(3) 緊急時モニタリングの準備開始

石川県避難計画要綱
ＰＡＺ内の施設敷地緊急事態要避難者
の避難準備（避難先、輸送手段の確保
等）

発生

設置したが・・・



能登半島地震による志賀原発への影響

原子力資料情報室作成に追加

訂正

訂正

訂正



北陸電力に原発運転の資格なし！

小出しの情報発信 → まだ隠していることがあるのではないか
臨界事故隠し８年の前歴

情報の訂正（悪い方へ）→ 他の情報の訂正は？信頼低下
・２号機変圧器油漏れ「３５００㍑」→「２万㍑」
・「油は外に漏れていない」→「実は海に油膜が張っていました」
・取水槽の水位計「変化はない」→  後日「３メートル上昇していた」

外部電源の脆弱さ ３系統５回線 → １系統２回線使えず
非常用ディーゼル発電機 ３台 → ３台中１台自動停止(1月17日）

※地震が原因かどうかも不明

迅速・正確な情報発信 期待できず

ハード面でも脆さが露呈



最後の警告 全原発を廃炉に

全原発を廃炉！脱原発の実現へ

「珠洲になくてよかった」「志賀は止まっていてよかった」


